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平成 30 年告示高等学校学習指導要領に対応した大学入学共通テスト 

における出題科目『情報Ⅰ』の経過措置について（照会） 

 

 

平素より，大学入学共通テストの実施をはじめ，当センターの業務に御協力を賜り厚く

御礼申し上げます。 

さて，令和３年３月 24日付入試セ企第 152 号で通知した「平成 30 年告示高等学校学習

指導要領に対応した令和７年度大学入学共通テストからの出題教科・科目について」にお

いて新たな出題科目として示した『情報Ⅰ』（注）については，現行の大学入学共通テスト

において対応する出題科目が存在しておらず，旧教育課程（平成 21 年告示高等学校学習指

導要領）履修者が令和７年度大学入学共通テストを受験して希望する大学に出願する上で

は，不利益を受けることがないよう対応を行う必要があります。 

ついては，別添に示す対応案（Ａ案及びＢ案の２案）についての貴団体の御意見を，令

和３年８月20日(金)までに書面にて当センター宛てに御提出いただくようお願いいたしま

す。御意見は任意の様式に御記載ください。また，別添に示す対応案（Ａ案及びＢ案の２

案）についての御意見に加え，他の対応案を御提案いただける場合は，併せて御記載の上

お知らせください。 

なお，提出いただいた御意見は，貴団体名を記載した形で取りまとめた上で文部科学省

に提出します。その後，大学入学者選抜協議会に報告され，更なる検討が行われた上で，

文部科学省において『情報Ⅰ』の経過措置の要否について決定され，令和７年度大学入学

共通テスト実施大綱の予告（補遺）として通知される予定です。 

 

（注）令和３年３月 24 日付入試セ企第 152 号においては，出題科目名を『情報』としてい

ましたが，現在の調整状況を踏まえ，『情報Ⅰ』としています。 

殿 

y-oka
テキスト ボックス
資料３－５（大学入試センター提出資料）



 

別添  大学入学共通テストの出題科目『情報Ⅰ』の経過措置について【取扱厳重注意】 

参考１ 『情報Ⅰ』の経過措置に係る検討スケジュール（予定）【取扱厳重注意】 

参考２ 高等学校学習指導要領における「情報Ⅰ」,「社会と情報」,「情報の科学」の対応関係について 

参考３ 『情報Ⅰ』に関するこれまでの提言等 

参考４ サンプル問題『情報』（令和３年３月公表） 

（https://www.dnc.ac.jp/kyotsu/shiken_jouhou/r7ikou.html） 

 

 

 

 

 

問合せ先 

独立行政法人大学入試センター 

試験企画部試験企画課 

電話：03-5478-1367 

03-5478-1366 



  （別添） 
 

大学入学共通テストの出題科目『情報Ⅰ』の経過措置について 

 

『情報Ⅰ』については、現行の大学入学共通テストにおいては対応する出題科目が存在しない。

このため、旧教育課程（平成 21 年告示高等学校学習指導要領）履修者が、令和７年度大学入学者

選抜に係る大学入学共通テストを受験して希望する大学に出願する上で不利益を受けることがな

いよう、何らかの対応を行う必要がある。 

新教育課程（平成 30 年告示高等学校学習指導要領）履修者も含めた受験者にとっての公平性、

大学入学者選抜としての妥当性等に照らし、以下のいずれの案が適当と考えるか、御意見を伺いた

い。 

 

Ａ案 旧教育課程の教科「情報」（「社会と情報」及び「情報の科学」*）の内容に対応した経過

措置問題を作成し、令和７年度大学入学共通テストの出題科目『情報Ⅰ』を課す大学を志

望する旧教育課程履修者に受験させる。 

* 平成 21 年告示高等学校学習指導要領において、共通教科「情報」については、「社会と情報」又は「情報の

科学」のいずれかを選択履修させることとされている。 

 

Ｂ案 旧教育課程の教科「情報」の内容に対応した経過措置問題を作成せず、令和７年度大学入

学共通テストの出題科目『情報Ⅰ』を課す大学において、旧教育課程履修者が不利となら

ないよう配慮する。 

 

（説明）  

【Ａ案とする場合】 

・旧教育課程履修者にとっては、高校３年時には受験する必要がなかった科目を、過年度生とし

て大学入学共通テストを受験する際には新たに受験しなければならなくなる。 

（最後の旧教育課程履修者となる現在の高校１年生には、現在既に「社会と情報」又は「情報の科学」を履修して

いる者も多い。） 

・旧教育課程履修者の約８割は「社会と情報」、約２割は「情報の科学」を履修しているが、これ

らは、新教育課程履修者が履修する「情報Ⅰ」と目標や内容が大きく異なる※ため、『情報Ⅰ』

と経過措置問題とでは試験問題の内容が異なってくる。 

  （例えば、「社会と情報」には「情報Ⅰ」で扱うプログラミングやデータ活用などは含まれない。） 

※参考２ 参照 

 

【Ｂ案とする場合】 

・旧教育課程履修者が不利益とならないよう、令和７年度大学入学共通テストにおいて『情報Ⅰ』

を課す各大学において、予め『情報Ⅰ』の取扱いを明らかにすることが必要となる。 

 

取扱厳重注意 





    
 

『情報Ⅰ』の経過措置に係る検討スケジュール（予定） 

 

7 月 26 日（月） 大学入試センターから各団体へ意見照会 

8 月 20 日（金） 各団体から大学入試センターに意見提出（締切） 

8 月下旬以降 大学入学者選抜協議会（２回開催） 

9 月中旬 文部科学省から「令和７年度大学入学共通テスト実施
大綱の予告（補遺）」を通知 

 

（９月中旬に予告（補遺）を公表するスケジュールとする理由） 
 高等学校学習指導要領の改訂に伴い共通テストの出題教科・科目が大きく
変更されることから、各大学において、いわゆる 2 年前予告を速やかに行え
るよう、７月中に令和７年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テストの出
題教科・科目の予告をすることになっている。 

特に『情報Ⅰ』を出題することになった場合、共通１次試験、センター試
験を含め教科の新設は初めてのことであり、共通テスト『情報Ⅰ』の活用方
法について具体的な学内検討を行うためには、その経過措置の有無について
も確定情報が必要であり、大綱の予告から出来るだけ近いタイミングで経過
措置等の予告の補遺を周知する必要があるため。 

取扱厳重注意 参考１ 
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術

ウ
　

情
報

社
会

の
発

展
と

情
報

技
術

※
生

徒
が

主
体

的
に

考
え

，
討

議
し

，
発

表
し

合
う

な
ど

の
活

動
を

取
り

入
れ

る
こ

と
。

ア
に

つ
い

て
は

，
情

報
機

器
や

情
報

通
信

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
様

々
な

機
能

を
簡

単
に

操
作

で
き

る
よ

う
に

す
る

工
夫

及
び

高
齢

者
や

障
害

者
に

よ
る

利
用

を
容

易
に

す
る

工
夫

な
ど

に
つ

い
て

も
扱

う
こ

と
。

イ
に

つ
い

て
は

，
情

報
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
な

ど
を

使
用

し
た

犯
罪

な
ど

に
つ

い
て

取
り

上
げ

，
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
な

ど
に

関
す

る
情

報
技

術
の

適
切

な
活

用
方

法
に

つ
い

て
も

扱
う

こ
と

。
ウ

に
つ

い
て

は
，

情
報

技
術

を
適

切
に

活
用

す
る

た
め

の
個

人
の

責
任

や
態

度
に

つ
い

て
取

り
上

げ
，

情
報

技
術

を
社

会
の

発
展

に
役

立
て

よ
う

と
す

る
心

構
え

を
身

に
付

け
さ

せ
る

こ
と

。

(2
) 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
と

情
報

デ
ザ

イ
ン

(ｱ
) 

メ
デ

ィ
ア

の
特

性
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
手

段
の

特
徴

，
そ

の
変

遷
(ｲ

) 
情

報
デ

ザ
イ

ン
が

人
や

社
会

に
果

た
し

て
い

る
役

割
(ｳ

) 
効

果
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
た

め
の

情
報

デ
ザ

イ
ン

の
考

え
方

や
方

法

※
身

近
で

具
体

的
な

情
報

デ
ザ

イ
ン

の
例

を
基

に
，

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

な
ど

を
簡

単
に

操
作

で
き

る
よ

う
に

す
る

工
夫

，
年

齢
や

障
害

の
有

無
，

言
語

な
ど

に
関

係
な

く
全

て
の

人
に

と
っ

て
利

用
し

や
す

く
す

る
工

夫
な

ど
を

取
り

上
げ

る
も

の
と

す
る

。

(3
) 

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

と
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

(ｱ
) 

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

や
外

部
装

置
の

仕
組

み
や

特
徴

，
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
で

の
情

報
の

内
部

表
現

と
計

算
に

関
す

る
限

界
(ｲ

) 
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
を

表
現

す
る

手
段

，
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

に
よ

っ
て

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

や
情

報
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

す
る

方
法

(ｳ
) 

社
会

や
自

然
な

ど
に

お
け

る
事

象
を

モ
デ

ル
化

す
る

方
法

，
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

通
し

て
モ

デ
ル

を
評

価
し

改
善

す
る

方
法

※
関

数
の

定
義

・
使

用
に

よ
り

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

構
造

を
整

理
す

る
と

と
も

に
，

性
能

を
改

善
す

る
工

夫
の

必
要

性
に

つ
い

て
も

触
れ

る
も

の
と

す
る

。
(ｳ

)に
つ

い
て

は
，

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

を
使

う
場

合
と

使
わ

な
い

場
合

の
双

方
を

体
験

さ
せ

る
と

と
も

に
，

モ
デ

ル
の

違
い

に
よ

っ
て

結
果

に
違

い
が

出
る

こ
と

に
つ

い
て

も
触

れ
る

も
の

と
す

る
。

(4
) 

情
報

通
信

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
デ

ー
タ

の
活

用
(ｱ

) 
情

報
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

仕
組

み
や

構
成

要
素

，
プ

ロ
ト

コ
ル

の
役

割
及

び
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
を

確
保

す
る

た
め

の
方

法
や

技
術

(ｲ
) 

デ
ー

タ
を

蓄
積

，
管

理
，

提
供

す
る

方
法

，
情

報
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

介
し

て
情

報
シ

ス
テ

ム
が

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
仕

組
み

と
特

徴
(ｳ

) 
デ

ー
タ

を
表

現
，

蓄
積

す
る

た
め

の
表

し
方

と
，

デ
ー

タ
を

収
集

，
整

理
，

分
析

す
る

方
法

※
小

規
模

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

設
計

す
る

活
動

を
取

り
入

れ
る

も
の

と
す

る
。

(ｲ
))

に
つ

い
て

は
，

自
ら

の
情

報
活

用
の

評
価

・
改

善
に

つ
い

て
発

表
し

討
議

す
る

な
ど

の
活

動
を

取
り

入
れ

る
も

の
と

す
る

。
(ｳ

に
つ

い
て

は
，

比
較

，
関

連
，

変
化

，
分

類
な

ど
の

目
的

に
応

じ
た

分
析

方
法

が
あ

る
こ

と
も

扱
う

も
の

と
す

る
。

(1
) 

情
報

社
会

の
問

題
解

決
(ｱ

) 
情

報
や

メ
デ

ィ
ア

の
特

性
を

踏
ま

え
，

情
報

と
情

報
技

術
を

活
用

し
て

問
題

を
発

見
・

解
決

す
る

方
法

(ｲ
) 

情
報

に
関

す
る

法
規

や
制

度
，

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
重

要
性

，
情

報
社

会
に

お
け

る
個

人
の

責
任

及
び

情
報

モ
ラ

ル
(ｳ

) 
情

報
技

術
が

人
や

社
会

に
果

た
す

役
割

と
及

ぼ
す

影
響

※
こ

の
科

目
の

導
入

と
し

て
位

置
付

け
，

(2
)か

ら
(4

)ま
で

と
の

関
連

に
配

慮
す

る
も

の
と

す
る

。
(ｲ

)及
び

(ｳ
)に

つ
い

て
は

，
生

徒
が

情
報

社
会

の
問

題
を

主
体

的
に

発
見

し
明

確
化

し
，

解
決

策
を

考
え

る
活

動
を

取
り

入
れ

る
も

の
と

す
る

。
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『情報Ⅰ』に関するこれまでの提言等 
 
 
１ 高大接続システム改革会議 「最終報告」（平成 28 年３月 31 日） 

 
Ⅲ 高大接続システム改革の実現のための具体的方策 
３．大学入学者選抜改革 
（３）「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」の導入・ 
（略） 
①対象とする教科・科目等 （次期学習指導要領下における基本的枠組み（平成３６年度～）） 
次期学習指導要領における教科「情報」に関する中央教育審議会の検討と連動しながら、適切な出題科目
を設定し、情報と情報技術を問題の発見と解決に活用する諸能力を評価する。 
 

２ Society5.0 に向けた人材育成に係る大臣懇談会「Society 5.0 に向けた人材育成～ 社会が変わる、学びが

変わる～」 （平成 30 年６月５日） 

 

第３章 新たな時代に向けた学びの変革、取り組むべき施策（Society 5.0 に向けたリーディング・プロジ
ェクト） 
（２）基礎的読解力、数学的思考力などの基盤的な学力や情報活用能力をすべての児童生徒が習得 
②情報活用能力の習得 
大学入学共通テスト（2024 年～）で「情報」を出題科目に追加することについて検討を開始する。また、
小中高を通じてデータ・サイエンスや統計教育を充実する。 
 
３ 未来投資戦略 2018―「Society 5.0」「データ駆動型社会」への変革―（平成 30 年６月 15 日閣議決定） 

 

第１ 基本的視座と重点施策 
４．経済構造革新への基盤づくり 
(1) データ駆動型社会の共通インフラの整備 
②AI 時代に対応した人材育成と最適活用 
（略） 
・義務教育終了段階での高い理数能力を、文系・理系を問わず、大学入学以降も伸ばしていけるよう、大
学入学共通テストにおいて、国語、数学、英語のような基礎的な科目として必履修科目「情報Ⅰ」（コン
ピュータの仕組み、プログラミング等）を追加するとともに、文系も含めて全ての大学生が一般教養とし
て数理・データサイエンスを履修できるよう、標準的なカリキュラムや教材の作成・普及を進める。 
（略） 
第２ 具体的施策 
Ⅱ．経済構造革新への基盤づくり 
[１]データ駆動型社会の共通インフラの整備 
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２．ＡＩ時代に対応した人材育成と最適活用 
２－１．ＡＩ時代に求められる人材の育成・活用 
（３）新たに講ずべき具体的施策 
ⅰ）大学等における AI 人材供給の拡大 
・大学入学共通テストにおいて、平成 36 年度から必履修科目「情報Ⅰ」などの新学習指導要領に対応し
た出題科目とすることについて本年度中に検討を開始し、早期に方向性を示すとともに、コンピュータ
上で実施する試験（CBT）などの試験の実施方法等について検討を進める。 
 
４ ＡＩ戦略 2019（令和元年６月 11 日統合イノベーション戦略推進会議決定） 

 

Ⅱ．未来への基盤作り：教育改革と研究開発体制の再構築 
Ⅱ－１．教育改革 
＜具体目標と取組＞ 
（１） リテラシー教育 
【大学入試・就職】 
・ 大学入学共通テスト「情報Ⅰ」を 2024 年度より出題することについて CBT 活用を含めた検討（2019 
年度）【文】 
・ 文系・理系等の学部分野等を問わず、「情報Ⅰ」を入試に採用する大学の抜本的拡大とそのための環境
整備（2024 年度）【文】 
 
 
５ 成長戦略フォローアップ （令和３年６月 18 日閣議決定） 

 
４．「人」への投資の強化  
（７）ギガスクール構想の推進による個別最適な学びや協働的な学びの充実  
ⅱ）大学等における Society5.0 時代に向けた人材育成  
（中略） 
・Society5.0 時代に必要な学力を評価するため、思考力・判断力・表現力等を発揮して解くことなどを重
視する大学入学共通テストを着実に実施していく。また、当該テストにおいて「情報」を 2024 年度から
出題することについて検討を行い、2021 年度中に結論を得るとともに、将来的な CBT 活用の在り方に
ついて検討を進める。 
 


